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このたびはアキュフェーズ製品をお買上げいただきまして

誠にありがとうございました。

最高峰のオーディオ コ ンポーネントを目指して完成され

たアキュフェーズ製品は,個 々のパーツの選択から製造工

程,出 荷にいたるまで数多くの厳しいチェックを受け,そ

の過程及び結果が一台ごとの製品の履歴書として明細に記

録され,社 内に保管されております。このように完全な品

質管理体制の中から生まれた本機は,必 ずやご満足のいた

だけるものと思います。木長くご愛用下さいますようお願

い申し上げます。

記入のうえなるべく早く (お買上げ後10日以内に)ご 返送く    各 部の動作説明と使い方

保証特性
ださい。お客様カー ドと引きかえに品質保証書をお届け申し

   経 桂冴;5

お 願  い

お客様カードを付属していますから,これに必要事項をご   特 長

上げます。

製品に関するお問いあわせ、または実■が認められるとき

け柴社1品 質保証課または,お 求めの専門店へj直 ちにご連

絡くださいますようお願い申し上げます。

目  次
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特長
■クォーツロック周波数シンセサイザー方式

シンセサイザー方式の選局回FIIは,水 品発振子で基準周波

数を作りⅢ こ れを基にしてフロントエンドの発振周波数を希

望する周波数にシンセサイズ (周波数合成)す るもので,純

電子回路で希望する信号に同詞させるこのような逮局方式を

ディジタル シ ンセサイザー方式と呼びます.し たがってバ

リコン方式のように,受 信周波数が連続的に変化するのでは

なく,FMで は100〔Hz間 隔で同JHします。もちろん放送局

もそのような間隔で配列されていますので,そ の放送)ヨ波数

に対 して,水 晶発振子のl「皮で正確に同討をとることができ

ます。

日12局メモリー選月と自動規引選局

FM放 送れを12局までメモリーしておくことができぅ瞬

時に呼び出すことが可能です。MANUALボ タンを抑 して

おけば、TUNINGボ タンで自由な周波数を選本ことができ

ます。ワンタッチでワンステップ (100〔Hz)ず つ,押 しつ

づ ければ高速で同調「pl波数を可変することができます。

AUTOチ ューニンデ状 態にしておけば,TUNINCボ タンに

より隣Fr局 で自動的に停止 します。避局 された放送局は

クォーツlD皮でロックされて安定 した受信ができ,電 源ス

イッチを切っても長期間記憶されます。

■ 2段 複同調フロントエンドによる FM妨 害波の除去

妨書渡の中から希望局だけを選び出して増幅し,中 間周波

を作 り出すフロン トエ ンドは,FMチ ューナーの頭"首とも

いうべき重要な部分です。本機のフコントエンドは,入 力と

増幅段H・Hがそれぞれ社同詢となっており,大 入力の妨音波に

よる洩信 (RF相 互変調)を 大幅に改善 し,切 り皆えなしに

大入力に対応 しています。

口新開発 DGL FM検 波揺と辞遅延平担 Fフ ィルター

T107は 新 しく開発 された DCL検 波器 (Dlfttrenhal

ChA Linear Detectoつと,特 に選択 した群遅延平坦 IFフ ィ

ルタニと組み合わせることにより,安 定で,ひ ずみの少ない>

キャブチャー レ シオに優れた特性を得ています。

DCL検 波方式は,高 速ロジック ICの 出力の遅れ時間に

着tlRし,こ れを19個直列に核統 し̀ ひ すみ最少,S/N最 良

になるように位相角と遅らせて、 こ の遅延信号と入力信号を

エクスクルーシブ オ ア回路に"]えて, 2つ の信号関の電位

を選択 して回路を開閉し,変 調によって生する信号1/Lの疎密

度をディジタル的に検出して音声信号を取り出す新 しい方式

です。

IFフ ィル ターは NORMAL(広 村域)と NARROW(狭

常取 )の 2祖 を使用 してお り,混 信のはげしいときは NAR

ROWに 切 り皆えることにより,選 択度重視の受信ができま

す。

■新方式の共振子制aFステレオ復目器

FM放 送のステレオ信号は,38kHzの 副銀送波で右信号

とな信号 を交互にスイッチングして送信 されています。

チューナーでは, この38knz副 搬送波信号とピッタリ同期

した信号を作 り出し,ス イッチング回路により左右の信号を

別々に取 り出さなければなりません。もしこの信号が少しで

もすれていると分離度が悪化 し,有 信号にとの成分,左 信号

に右の成分が混ざって広がりが狭くなります。このために,

入力信号に含まれている同期用パイロット信号を使って,

PLL回 路により内部発振回路をロックして,正 確な38〔Hz

スイッチング信号を得ていますが,T107で はこの PLLの

内部発振回路にセラミック共振子と.片J御電圧でコントロー

ル可能な正負可変リアクタンス回路を組み合わせた新 しい方

式を採用しています。このため,従 来より次いロック周波数

範囲で正確なスイッチング信号が得 られます。本機はこれに

より,ス テレオ復調回路の無調整化が実現し,長 期にわたっ

て初期の性能が維持できると同時に,温 度変化,ラ イン電圧

の変動などによるセパレーションの悪化や高い周波数におけ

るビー トひすみが減少するなど,理 想に近いステレオ復調特

性を得ています。

■最良の電波状態を監視するメーター

メーターは切り替えスイッチにより「入力信号強度Jと 'マ

ルチパス」のチェックができます。入力信号の強度は dBf

直読目盛,マ ルチバスはメーター指針が CLEARマ ークの

範囲に入れば,マ ルチバス最少で良質を句波を受信している

ことを表示します。

■その他の機能

付属機能として “ 波の弱いステレオ局のノイズを低減す

る |マルチブレックス ノ イズ フ ィルター」,混 信の多い

ときに使用する ●セレクティビティー ス イッチJ,局 田ノ

イズを取りまる ●ミューティング ス イッチJそ して他のプ

ログラムッースに音量レベルを合わせるための 「出カレベル

ヨン トロールJ等 が完備しています。



各部の動作説明と使い方

POWER

―

十

一

POWER― 電源スイッチ

押 し込んでtじなが入 り,再 び押すと切れます。T107は エ

レク トロニ クス回路によって各t_の動作 をコン トロール して

お ります。

コントロールのや柾となる0ジ ック回路はリテウムをけしで

バックアップされていますので,十[源 を例ろと前の状態を長

期にわたりiせ倍 します。

したがって,オ ーデイオ タ イマーを使つて放送を本音し

たり,付 定の時
‐
lに受信を1河始するときは 十[源 をtJる,1に

送局をしたり ltめ 終2:も合めて,ス イッチ類の状態をセッ

トしておいてください。

S GNAL一 ― シグナルス トレングス メーター (信号強度計)

アンテナ端子に入 って くるF[波の強 さを指示 します。FM

仁[波 を受信す るときは メ ー ターの指針が ロ マー ク

の範 囲内 に人 ってい る状 態 で SICNALに jlり 替 え たとき

にⅢ指,が できるだけ有へ大 きく振 れるように FMア ンテ

ナの前控 を してください。

FM放 送モ波を受信 しているときの信号強度の4上位は dBr

で.T1071ま  ― 性に ″V.mVで この強 さを表 わ している

もの を IHF法 に基づ き
“
dBf'で 直読できる ように してい

ます。dBfと ′Vん nVの 円ln‐は ド去のようにな ります。水の

ィV mVの 111よr-lo7の ように人ブサインピー ダンスが75Q

のときυ) ものです。

10てlBr

20dBr

0 8 6 5 ″ V  1  6 0 d B f

2 7 4 ″ V  1  7 0 d B f 86504V

2740 ″ V

"υ とTrPAr″ /S′oArAL
30dBF    8 65 ″ V 80dBF 2 74 mV

MULI PATH/S,GNAL一 ―メーター機能切替スイッチ

このスイッチはメーターの機tヒを切りをえるもので、手前

にⅢlた状態ではアンテナ1常子に入ってくる1じ波の強さ "いし

込んでマルチパスの量を表示します。

40(lBF 274 ″ V 8 65 mV

E E I  E E l ロロ ロ コ ロ ロ ロ E I E E  ロ

50dBf

90(lBf

27 4 n、 V
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M ULT PATH一 一 FM放 送電波のマルチパス (テレビ映像

のゴース トのようなもの)の 量を表示 し。指針が CLEAR

の範囲にあればマルチパス最少で,良 好な受信状態というこ

とですが,右 の方へ大きく振れるときは,受 信アンテナの記

整が必要です。マルチバス メ ーターとして作効するときは

上の LED(発 光ダイオー ド)が 点灯 します。

SELECriViTY―――選択度切替スイッチ

FM受 信のときに中 旬周波増幅回路のや政 l‐を_Fえて選

)t度特性を切り替えるスイッチです。

たとえば FrN1 4」束=80 0MHzと NHK宇 部宮=80 3MHz

のように周波数が300kHzと 近い場合,束 束lL区で NHK宇

掬̀■を受信 しようとすると, FM束 Ⅲの強いtllfが7h官 し

て支は不能になりぅ逆に宇打!官月辺で FM束 京を受けよう

とすると,地 元の NHK宇 抑;■が妨十して受信不Ⅲヒになりま

す。 こ のようなとき, SELECTIVITYス イッチをlTして

Ⅲ
NARROW' 1こ うるとぅ 妨 itt波 が取り除力)オ■Ⅲ 目 白3の弱

い,t波の局がクリアーに受信できます。混信がないときは
“
NORMALい  で ご彼"」ください。選択チ支fflLを NARROW

にすると ひ すみ特! 卜がおよを3 d B 惑化 しますが送サく度は

これに反して向上します。

SELECrryrTγ

STArrOAr/ME舟 ′θrly

MUTING― ― ミューテ ィング (月間強言除去)ス イッチ

FM放 送局 を離詞 したとき (局と局の問)に 出 るフイズ

を隣ます る回路 を作llJさせ,通 常 は
“
ONⅢ の状態で使用す

るものです。

ミューテ ィング同踏 は弱い電波の局 を受信するときに ON

にしていると,そ の放送高の電波が消 されて しまうことがあ

りますか ら,微 弱電波の局 を受信するときは OFFに してく

ださい。 OFFに すると上の LEDが 点′Iします。また, こ

のスイッチを押 して OFFに すると,ス テ レオ放送中でも,

jli“J的にモ ノフォニ ックの状態にな り、丹波数表示2いのたに

ある STEREO大 方(も】Ⅲえます。

STAT,ON/MEMORY―
― プ リセ ッ ト ス テーシヨン セ レ

クター/メ モ リー ス イツチ

任意の 1～ 12のブッシュボ タンヘ FM放 送局 を12局記憶

させ,そ れ らを瞬時に呼び出すためのスイッチです。スイッ

チ を押 す とス イッチ中央 の インジケーターが点灯 し,ブ リ

セ ッ トされた放送局の周波数が表示 されます。

■プ リセ ッ ト (ステーシ ョン メ モ リー)の 方法

TUNINCボ タン回 で希望する放送局 を選び、ステーショ

ン セ レクター “
12"の 右 にある MEMORYボ タンを押す

と,ボ タン中央の LEDが 約 7秒 問点灯 します。その岡に
“
1"

～ “
1 2 " までの希望 す る番号の ブッシュボ タンを抑 す と,

MEMORYボ タンの LED力 i消えると同時 に, ス テーショ

ン セ レクターの LEDが 点灯 してブリセ ッ ト (メモ リー)

完了です。この操作 をくりかえすだけで125の ブリセ ッ トが

完了 します。メモ リー した放送局の番号 を変更するときも同

じlutlTをしてください。

ステーション セ レクターでブリセ ッ トした放送局 を受信

しているとさに,TUNINGボ タン回 をlSp作すると,チ ュー

ニ ング ボ タンの方が優先 します。

Wυ rrArC

Frと「疎

FlLTER一―マルチブレックス ノ イズ フ ィルター

入力電渡が弱いときは,ス テレオ放送受信時に高音域のフ

イズが多くなります。このノイズをほ減するためのフィル

ターで,4gし て ON(L酌 力す点灯)で す。

このフィルターを入れますと高音域のステレオ分離皮が悪

くなりますので,通 キは OFFで 使用してください。また.

モノフォニック放送のときは ONに しても効果がありませ

ん。



TUNlNG MODE― ―チューニングモード ス イッチ

TUNINGボ タシ回 の作助状態を切 り替えるスイッチで,

手前で MANUAL(手 動)選 局すスイッチを押 し込んで

AUTO(自 動)選 局です。

「UNヽNC MODE

rtJNr何6

0」 TPυ Tとgrと

TUNtNG一 一チューニング ボ タン

チューニングモー ド ス イッチ日 が MANUALの とき

は,UP側 のボタンを 1回 押すたびに100kHzステップで上

昇j DOWN測 で下降 し,そ れぞれの方向へ押 し航 けると

100kHzステップで連続的に周波数が変わり,上 限あるいは

下限に到達すると,そ れ以上周波数は変わりません。

AUTO(自 動)選 局にセットされているときは,tlPま た

は DOWNボ タンを押すと隣接局まで自動的に周波数が移Ij

して停止 し,そ の局を受信 します。

ブリセット ス テーション セ レクター回 で選局 してい

てもぅ こ のチューニ ング ボ タンを操作すると優先 して

チューニングができます。また,自 動選局で周波数■韓 動Ⅲ

に,UPま たは DOWNボ タンを押 しても隣接局へ到達する

までは停止 しません。

A N T E N N A 一

- 7 ン

テ ナ 端 子

チューナーがいかに良くてもアンテナが適正を欠いている

と,そ の性能をフルに発IFさせることはできません。FM

受信には正 しいアンテナの選択と使用法を心がけましょう。

FMア ンテナの給電線 は平行 2線 式 フイーダーと同軸

ケーブルの 2種 類があり,平 行フィーダーで特性インピーダ

ンスが3000,同 軸ケーブルでは75Qの ものが多く使われて

います。

T107の FMア ンテナ端子の入カインピーダンスは750

(不平衡)で す。3000平 行フィーダーをご使用のときも,

750同 軸ケーブルのときも,付 属のアンテナアグブターヘ図

のように給電線を取り付けて,ア ンテナ端子へ差 し込んでく

ださい。300Ω平行フィーグーをご使用のときも,付 属のア

ンテナアグブターはィンビーダンス変換回路を内蔵していま

すので,図 のようにアダブターに接続 してください。

ANア 宮NH々

O U 「P U T  L E V E L 一一 出カ レベル調整

リアク` ネル[]の CONTROLLED出 力琉子の出カ レベル

を調整するツマ ミです。

本機か らブリアンプやブリメイン ア ンプヘの出カ レベル

を調整 します。
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アンテナアダブターの開け方

小型のドライバーなど
を使って図のようにあ
けてください。
なお1カ バー側の内部
にあるシール トケース
をはずさないでくださ
↓`。

AUD,O OUTPUIS― 一出力端子

FlXED一 一 出カ レペル固定の出力端子

この出力端子 は。 回 OUTPUT LEVELを まわ して も出

カ レベ ルが変 わ りません。 テー ブ レコー ダーの録 音端子

LINE INに 接続 し,放 送 を録音するとさをどに便利です。

CONTROLLED十 一 出カ レベル可変の出力端子

フロ ン トパ ネル E]の OUTPuT LEVELを まわす と, 仁

意 の出カ レベルに可変 できます。

通 常 は この 端 子 と プ リメ イ ン ア ンプ や プ リア ンプの

TUNER端 子を接続 します。

At7D′00」 TPUTS

題源 ヨー ド

アンテナアダブターと同輌ケーブルの接続

, 同軸ケーブルを図のように"ロエします。

2カロエした同軸ケーブルを,

AC電 源コード

T107へ '(給するAC t源 はブリアンブやブリメイン ア

ンプの ACア ウ トレットの SWITCHEDヨ ン七ントカ】ら取

ると使利です。使用可能な電源電圧は100V(50/60Hz)で す。

国内へ出荷されるものは FMの 受信帯域が760～ 90 0MHz

ですから,外 国では使用できません。

電源が入らなくなったり,千 107に異常が認められるとき

は,率 社の品質保証課,ま た1まお求めの専円店へご連絡くだ

さいますようお願いいたします。

■ AC電 源の極性について

室内のコンセン トは大地に対 して極性をr」つています。

チューナーやアンブの ACプ ラグにもこのような極性があ

り,室 内の ACコ ンセン トとチューナーの極性を合わせた

,が ,音 質上良い結果を得る場合があります。

T-107は電源ヨー ドのプラグの片側に
“
Wル の亥」印が打た

れています。この Wnレ S族地側 ●W極 Jに なっていますの

で,室 内ヨンセントの極性がわかっている場合は,互 いに合

うように接続 してください。なお,こ の極性は合わせなくて

も実用上問題になることはありません。

竺内ヨンセントの極性は一般にぅ向ってⅢ左側 (大が有に

比べて大きい)が 「W極 Jで すが、工事をした時期.工 ■

会社によって守られていない場合も多いので,不 明のときは

チェッカーで確認をする必要があります。

下図のように取 り付けます。

心線をここに差 し込
む。

この部分をプライヤー

などでつ本して固定す
る。

アンテナアダブターと平行フィーダーの接続



FMア ンテナの選びかた

近距雑でも遠距雑でも一方向からの電波をよくキャッチす

る指向性の良いアンテナを選びます。近距離用には位相差給

電式と呼ばれる小型 2素 子 (5素 子の指向性がある)か . 3

素子アンテナを選びぅなるべく屋タトヘ建てます。電渡の強い

ところでも,マ ルチバス (テレビのゴース トす多重反41渡)

の多い場所では 5素 子あるいは7素 子を使用 してください。

素子数が多いほど感度が上り指向性が鋭くなります。

各種のFMア ンテナ

口 FMの マルチ′`スについて

マルチバスは FM放 送に使われている電波の性質上,送

信所からの直接波のほかに出やビルなどに本つかつて,少 し

遅れてきた反射波が同時に受信アンテナに入ってくることを

いいます。このように直核渡と反Fll波が同時に入つてくると,

受信 した信号にひすみが発生したり,S/Nを な化させます。

MULTIPATHメ ーターの指封力S CLEARマ ークの範囲

に入 り, SICNAL STRENGTHメ ーターが大きくイまへ切長れ

るように,ア ンテナの前草をしてください。

7素 子アンテナ (遠,E糖用)

小型 2素 子アンテナ

FMア ンテナの設置

アンテナの高さが10m位 までは高さに比例して感度が上 り

ますから,な るべく高い場所へ設置 してください。アンテナ

からチューナーまでの給電線は,750の 同軸ケーブルが塩富,

水滴の影響が少なく,途 中で拾う雑音も少ないのでおすすめ

できます。近PE離では3000の 平行フィーダーでもさしつか

えありません。アンテすの方向は,希 望局の送信アンテナの

方向へ向けぅマルチパス メ ーターの振れが最/1/hになる向き

を選んで固定すれば` ひずみが娘少になります。自動車雑音

の多い場所では,自 動車が屋根や建物で見えなくなるような

位置を選べば軽減することができます。

日ご注意

FMの 室内アンテナは屋外アンテナにくらべて 1/10～

1/20の 感度 しかなく,マ ルチバスを受けやすいので,恒 久

的なアンテナは必す屋外へ建てて質の良い電波を取り入れて

ください。

3素子アンテナ
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保証特性
【モノフォニック】

受信周波数

感度    実 用感度

S/N 50dB感 度

定在波比

S/N(80dBf人 ブリ, A補 正 )

全高目赦ひずみ率

周波数特性

二信号選択度 IHF)

(8側Bf入 力, ± 75kHzイ扇移, SELECTIVITYス イッチ

NORMAL時 )

0 0 4 %

0 0 4 %

0 0 4 %

2 0 H z

l【Hz

10〔Hz

,Mひ ずみ率 (80dBI入力,± 75kHz偏移)

750不 平衡 (3000平 衡変換器付 )

同調方式

クォーツ シ ンセサ イザー方式

12局 ランダムメモ リー チ ューニ ング

検波方式

DCL方 式

出カインピータンス

固定出力 2000

可変出力 125〔 n(最 大 )

メーター

信号強度,マ ルチパス切首式

使用半導体

16Trぅ 2FET, 221C, 59Dl, 18LED

電源及び消費電力

100V. 511/60Hz, 12W

寸法 室 量

幅445mm× 高 さ107m m(脚 合む)× 奥行330mm

5 8kg

76 9-90 0MHz

lldBf(IHF)

17dBf(IIF)

15

90dB

0 0 1 %

1 0～1 6 , 0 0 0 H z

キ0 ,  一J  O d B

周波数特性

ステ レオ分確度

100Hz

lkHz

10〔Hz

ステ レオ切替入力電圧

〔その他】

アンテナ

10～ 16,OlllHz

+0, -1 0dB

50dB

50dB

40dB

20dBI

■ャブチャー レ シオ

RF相 互変田

スプリアス妨曽比

イメージ比

AM抑 圧比 (65dBf入力)

サブキャリア抑圧比

SCA妨 書比

出力電E(■ 75tHz l●●移)

【ステレオ】

感度    S/N 40dB

S/N 50dB

S/N(80dBI入 力、A打 1ヽ1)

全吉田波ひずみ率

1 5dB

80dB

100dB

120dB

80dB

70dB

80dB

10V

29dBr(IHF)

37dBf(IHF)

85dB

0 0 4 %

O  l 1 4 %

0 0 8 %

ス イッチ( 8 0 d B F 入力 j ± 7 5 t 口z 偏 移。 S E L E C T I V I T Y

NORMAL時 )

20Hz

l【Hz

10t口z

lMひずみ率 (80dBf入力.±75tFz偏移)

0 0 3 %

妨言渡 選択度 (NORMAL) 選択度 (N A R R O W )

4110kHz 70dB 100dB

300kHz 30dB 80dB

200kHz 8dB 30dB
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